
酸塩基平衡



酸・塩基とは

酸とは解離して H+ を放出するもの

塩基とは H+ を受け取るもの

例）



生体内での酸の産生

► 揮発性酸 (肺から呼出)

細胞呼吸でCO2として産生 (CO2 + H2O ←→ H2CO3)

20000 mEq/日

► 不揮発性酸 (腎臓から呼出)

タンパク代謝 (硫酸, リン酸), リン脂質代謝 (リン酸)

糖代謝 (乳酸, ピルビン酸),….

50 mEq/日



pHは H+ 濃度の逆数の常用対数

H+ 濃度は中性で 10-7 mol → 中性の pH は 7.0



酸・塩基平衡異常

酵素反応に影響

電解質分布異常

膜透過性の異常



Henderson-Hasselbachの式

pH = 6.10 + log 
0.03×PaCO2

[HCO3
-]

pH =
代謝性因子

呼吸性因子







酸・塩基平衡障害

4 つの基本形 (分類)



酸・塩基平衡障害の解析

Step 1 Step 2



代謝性アシドーシスを２つに分類する

► アニオンギャップが正常の代謝性アシドーシス
► アニオンギャップが高い代謝性アシドーシス

鑑別の手段 –アニオンギャップ (AG) -



代償

生体は CO2 や HCO3
-の濃度を正常に保つよりも pH を正常

に保つことを優先する。




